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イラン危機により株価の⾒直しが進

み、多くの地域が苦戦を強いられて

おり、中でも⽶国は年初来のパ

フォーマンスが⼤きく落ち込んでい

ます。

⻑期には、欧州、日本、新興国への

資⾦移動が段階的に進むと考えられ、

その進み具合はエネルギー価格の高

⽌まりがどれだけ⻑引くかに左右さ

れる可能性があります。

資産を多層的に組み入れて分散投資

*を図るとともに、資産クラス全体

でリターンの確保を目指し、防御策

を堅持することがポートフォリオの

強靭化を支える可能性があります。

年初以降、一連の地政学的事象をにらんだ相場展開が続いてい

ます。⽶国がベネズエラに軍事⾏動を起こした際は、市場の反

応は概ね冷静でした。しかし、中東情勢が緊迫化するとエネル

ギー価格が急騰し、その影響はグローバル市場全体に波及しま

した。その結果、株式は世界中で下落し、債券利回りは上昇し

ました。市場はインフレへの過度の懸念から中央銀⾏による積

極的な⾏動を織り込みつつあり、その⼀⽅で成⻑懸念は今のと

ころ棚上げされています。市場の想定には部分的にしか同意で

きませんが、価格の⾼騰が⻑引けば、経済成⻑に影響が出る可

能性もあると考えています。

イラン危機による株式市場への影響は一様ではありませんでし

た。エネルギー輸入国や、戦闘開始前に⼒強いパフォーマンス

を発揮していた国は特に大きな影響を受けました。それでも、

このような不確実性の⾼まりとは裏腹に、一部の新興国（特に

中南米）や欧州は年初来で⽶国を上回るパフォーマンスを⽰し

ています。今後を展望すると、今回の危機により、新興国、日

本、欧州など幅広い地域への分散投資*が⻑期的な強靭性を確保

する上で重要であるという当社の⾒⽅が裏付けられました。

イラン危機で分散投資*の

重要性が浮き彫りに

“今年はこれまでのところ、地政学的な「制御された無秩序」への歩みが加速する展開となっており、

分散投資*の重要性が浮き彫りとなっています。インフレが短期的な課題として改めて認識されたこ

とで、各国中央銀⾏は状況を⾒極めながら様⼦⾒の姿勢を取っています。”

（2026年3月30⽇〜4月3日）

4月6日 4月8日 4月9日
米国ISMサービス業景況

感指数、ユーロ圏PMI

ユーロ圏小売売上高、
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米国PCE‧新規失業保

険申請者数‧第4四半

期GDP

出所：ブルームバーグのデータを基にアムンディ‧インベストメント‧
インスティテュートが作成（2026年3月31日現在）。

株式市場の年初来パフォーマンス

世界 欧州 米国

中南米新興国 アジア新興国 日本

1/1 1/15 1/29 2/12 2/26 3/12 3/26

*分散投資は利益を保証するものでも、損失を防⽌するものでもありません。
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米労働市場は「採用も解雇も低水準」な局面

直近2月の米国労働市場の調査では、この2年、低水準で

安定していた採⽤率の急速な悪化に加えて、求人件数の

減少が鮮明になりました。今回のデータからは、2026年

初めに労働需要が若⼲低下したことが⽰唆されます。一

方で、レイオフ（一時解雇）は低水準で安定しており、

労働市場は急速な悪化ではなく、「採用も解雇も低水

準」な局面にあることが示されました。

ユーロ圏、3⽉のインフレ率が急上昇

ユーロ圏の3⽉のインフレ率は前年同⽉⽐2.5%と、2月の

同1.9%から上昇しました。主にエネルギー価格の上昇が

影響した格好です。一方で、⾷料品のインフレ率は⼩幅

に低下し、コアインフレ率は同2.3%と横ばいでした。今

後もエネルギー価格が消費者物価指数（CPI）を押し上げ

る展開が続くとみられ、原油‧ガス価格の上昇に続き、

⾷料品価格の上昇が進む可能性があります。ただし、そ

れ以外の構成品⽬や賃⾦への波及効果は限定的なものに

とどまり、⼀⽅で経済活動の鈍化がインフレ圧⼒を部分

的に相殺するとみています。

アジア企業の信頼感が悪化

3月の製造業購買担当者景気指数（PMI）からは、多くの

国で経済活動の拡大が続いていることが示されましたが、

新規受注や生産の減少に伴い、拡大ペースは2月から鈍化

しました。原油、燃料、原材料の価格上昇や、中東紛争

に伴うサプライヤーの納期の⻑期化を背景に、コスト高

と供給状況の悪化が共通の懸案となっています。企業は

今後を⾒据え、採用、購入、在庫積み増しに慎重になっ

ています。全体としては、拡大基調が続く一方で同調性

が低下しており、コスト圧⼒やサプライチェーンのひっ

迫により⾒通しが次第に変わりつつあります。

市場は大きく乱高下したものの、最終的にはプラスで週内の取引を終えまし

た。米トランプ⼤統領の演説を受けて当初は失望感が広がったものの、その

後はイラン情勢の解決を巡り楽観論が浮上し、安心感が相場を押し上げる展

開となりました。グローバル債券の利回りは低下し、⾦（ゴールド）と原油

の価格は上昇しました。
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コモディティ、為替、短期⾦利の⽔準と前週⽐の変化

出所：ブルームバーグ（2026年4月3日現在）
直近1週間の変化を示したもの。補足情報については最終ページをご覧ください。
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出所：ブルームバーグ（2026年4月3日現在）
⽶国‧欧州株式は4月2日時点で入手可能なデータに基づく。
各指標の補足情報については最終ページをご覧ください。

出所：ブルームバーグ（2026年4月3⽇現在）。⾦、原油、EURIBOR 3ヵ月は4月2日時点で入手可能なデータに基
づく。補足情報については最終ページをご覧ください。

10年物
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株式‧債券市場（チャート）

出所：ブルームバーグ。各市場の指標として次の指数を使

用しています。世界株=MSCIオール‧カントリー‧ワール

ド‧インデックス（米ドルベース）、米国株=S&P 500（米

ドルベース）、欧州株=欧州ストックス600（ユーロベー

ス）、日本株=TOPIX（円ベース）、新興国株=MSCI新興国

（米ドルベース）、グローバル総合=ブルームバーグ‧グ

ローバル総合（米ドルベース）、欧州総合=ブルームバー

グ欧州総合（ユーロベース）、新興国債券=JPモルガン

EMBI グローバル‧ダイバーシファイド（米ドルベース）

すべての指数はスポット価格で計算されており、⼿数料お

よび税⾦控除前の数値となっています。

国債利回り（テーブル）、コモディティ、為替、短期⾦利

出所：ブルームバーグ（2026年4月3日現在）。チャートは

各株式市場の年初来パフォーマンスの推移を⽰します。

分散投資は利益を保証するものでも、損失を防止するもの

でもありません。
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